
深
川
市
深
川
町
蓬
來
町
ー
丁
目
鞘

岩

崎

求

斎

藤

福
次
郎

　
　
　
　　
　　　
　　

住
所
と
同
じ

行
法
7
条
4

発
市
道
　
　
　　
　
　｢熊

｣

ア

イ

ヌ

は
、

熊

を

山

の
幸
を
恵
む
神
、

あ

る

い
は
祖
先

の
W

霊

と

し

て
あ

が

め
、

仔
熊

は
神

の
子
と

し

て
愛

し
育

て
ら

る
。

′

ア
-イ

ヌ

の
熊

ま

つ

り
･は
有

名

で
あ

る
。
-

印

く
会
費
沫
続
の
坊
は
是
非
至
急
お
払
込
み
下
さ
い
。
よ
く

｢会

費
は
催
促
の
ハ
ガ
キ
が
来
て
か
ら
で
し
よ
う
｣
と
い
う
方
が

一
の
財
源
で
す
か
ら
前
納
す
る
よ

ま
す
。

て
特

報
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反
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＼
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事
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長

会

議

一
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上
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戸
籍
法
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て

沢

田

孝
先
生
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掲
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湾
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一

が
あ
っ
た
り
、
学
齢
に
達
し
た
後
の
も
の
、
そ
の
也
去
筋
コ司

一

日
薙
ぐ
ら
〕
℃
ら
、
割

:

≠
~〕
蚤
リ

ナ
屯
F
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｣
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特

報

(第30号)

◎
行
政
書
士
法
を
無
視
し
て
立
法
化

せ
ん
と
す
る

｢労
務
保
険
士
法
｣
に
反
対
す
る
望

“問
題
の

｢法
案
｣
を
抜
す
い
し
て
第
二
十
九
号
に
発
表

す
る
や
、
多
く
の
会
員
か
ら
粉
碎
に
つ
い
て
激

励
文
を
よ
せ
ら
れ
た
。"

報

I奏
宍
に
於
い
て
は
、
い
ち
早
く
日
行
達
を
バ
ツ
ク
ァ
ツ
プ

し
、
更
に
独
自
に
反
対
運
動
を
強
力
に
推
進
し
、
衆
参
両
院
社

会
労
働
委
員
会
に
所
属
す
る
議
員
各
位
に
陳
情
書
を
発
送
し
て

本
道
行
政
書
士
六
百
有
余
名
の
心
情
を
披
瀝
し
立
法
阻
止
に
全

書

力
を
尽
し
て
い
る
o

政

○

陳

情

書

行

-

道

一
、
陳
情
者
の
表
示

札
幌
市
大
通
西
六
丁
目
六
番
地

海しし　　

北
海
道
行
政
書
士
会

労
務
保
険
士
法
制
定
反
対

H
行
政
機
構
の
繁
雑
化

□
行
政
書
士
法
の
侵
害

一
、
陳
情
の
趣
旨

一
、
陳
情
の
原
因

一
、
陳
情
の
事
実

日

け

行
政
機
構
の
繁
雑
化
に
つ
い
て
の
反
対

　　

　

別

戦
後
急
激
な
る
社
会
状
勢
の
変
化
に
伴
い
行
政
機
構
の
改
革

鯛
と
共
に
総
ゆ
る
業
種
別
に
栄
養
士
、
調
理
士
等
、
外
多
く
の
0

6

0
土
が
恰
も
雨
後
の
筍
の
如
く
出
現
し
た
。
そ
こ
で
行
政
機
構

9

の
整
理
改
革
の
必
要
を
認
め
ら
れ
、
先
般
臨
時
行
政
調
査
会
が

イ
、'昭
和
四
十
"
年
度
定
時
総
会
以
後
の
経
過
報
告

伏
見
支
部
長
及
び
大
沢
副
支
部
長
の
二
名
に
よ
り
詳

細
報
告

9 6 6年!
北･海 道 行 政 書 士 会 報

口
、
釧
路
支
部
旅
費
規
定
案
提
案
さ
れ
原
案
通
り
可
決

ハ
、
弔
慰
規
定
案
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決

二
、
非
行
政
書
士
の
取
締
要
望
に
つ
い
て
多
数
の
提
案
質

問
等
あ
り
、
釧
路
支
庁
行
政
係
官
の
応
答
、
続
い
て
本

会
よ
り
会
長
、
副
会
長
が
目
下
諸
官
公
署
、
関
係
団
体

と
の
連
紹
会
議
を
計
画
中
で
あ
る
と
説
明
し
、
取
締
り

を
厳
重
に
し
て
違
反
者
は
報
告
次
第
司
局
の
手
に
よ
っ

て
取
調
べ
て
貰
う
こ
と
に
決
定
。

ホ
、
｢労
務
保
険
土
法
｣制
定
反
対
決
議
に
つ
い
て

労
務
保
険
士
法
制
定
に
対
す
る
反
対
決
議
(案
)
が

提
案
さ
れ
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
。

該
法
案
は
断
固
と
し
て
制
定
を
阻
止
す
る
と
心
強
い

決
議
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
本
会
と
し
て
も
今
後
共
法
案

制
定
に
は
反
対
運
動
の
続
行
が
必
要
で
あ
り
断
じ
て
制

定
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

へ
、
其

の

他

i

運
営
の
た
め
種
々
論
議
さ
れ
た
が
定
刻
四
時
終
了

2

本
会
所
属
で
は
初
め
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
支
部

会
員
名
簿
を
作
成
し
各
会
員
に
配
布
さ
れ
た
。

◇
小
樽
支
部
業
務
研
修
会

(第30号)

-
、
場

所

余
市
郡
余
市
町
絶
景
園

一
、
日

時

昭
和
四
十
一年
十
月
八
日

午
後
一時

-
、
出
席
者

二
十
二
名
、
内
女
子
四
名
(
一
部
補
助
者
を
含

む
)

-
、
来

賓

本
会
よ
り
渡
辺
会
長
、
藤
山
副
会
長

一
、
講
師
と
研
修
科
目

、一テー-‘.‘
-
“、

　　　　
　　　
　　

　　　　　　　
　
　　　　　　　
　

　
　　　　
　

　　

　
　

'‘:‘‐
‐--‘‐‐-“
′′-
-“《ゞ
:;
.--
--‘
‘中
℃

三
名

B

失
業
保
険
法
関
係
に
つ
い
て

小
樽
公
共
職
業
安
定
所
余
市
出
張
所

主
任

佐
藤
先
生

C

其
の
他
一
般
の
研
修
と
質
疑
応
答

一
、
研
修
内
容

A
に
つ
い
て

農
地
法
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
の
申
請
書
の
記
載

方
法
に
つ
い
て
書
式
及
び
図
面
ま
で
例
を
掲
げ
て
説
明
あ

り
、
受
講
者
は
熱
心
に
質
問
等
も
あ
り
極
め
て
有
効
な
研

修
と
な
っ
た
。

B
に
つ
い
て

失
業
保
険
法
の
要
旨
、強
制
加
入
、任
意
加
入
の
関
係
、

五
人
未
満
の
事
業
者
が
事
務
組
合
を
作
り
、
加
入
す
る
こ

と
が
出
来
る
等
の
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
詳
細
説
明
あ

　
　
　労

務
者
は
一
連
の
通
し
番
号
が
出
来
て
居
り
何
処
え
転

じ
て
も
、
そ
の
番
号
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
あ

り
、
行
政
書
士
等
が
取
扱
う
離
職
票
は
一時
に
受
払
簿
等

に
よ
り
多
く
手
渡
し
そ
の
便
宜
を
計
っ
て
い
る
と
の
説
明

も
あ
っ
た
。

一
、
閉

会

午
後
四
時
、
懇
親
会
後
解
散

会
務
報
告

◇
第
五
回
常
任
理
事
会

一
、
日

時

九
月
二
十
一
日

午
後
六
時

一
、
会

場

札
幌
市
経
済
セ
ン
タ
ー

(北
一
条
西
二
丁
目
)

一
、
出
席
者

渡
辺
、
佐
藤
、
藤
山
(正
副
会
長
)

鈴
木
、
成
沢
、
有
馬
、
楮
路
、
森
平
、
森
口
、

荒
(以
上
常
任
理
事
)

に
相
反
す
る
結
果
、
数
百
件
に
の
ぼ
る
0
0
土
の
不
必
要
を
認

め
ら
れ
こ
れ
等
関
連
法
案
と
資
格
登
録
廃
止
を
政
府
に
答
申
さ

れ
た
事
実
も
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
際
臨
時
行
政
調
査

会
に
於
い
て
は
三
百
年
来
の
伝
統
を
有
す
る
行
政
書
士
法
並
び

に
司
法
書
士
法
ま
で
不
必
要
と
し
て
そ
の
線
に
加
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
こ
れ
等
は
一
般
国
民
の
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
業
務

と
し
て
除
外
さ
れ
た
。
以
上
の
如
く
当
該
当
局
に
於
い
て
は
行

政
機
構
の
繁
雑
を
整
理
簡
素
化
を
図
り
そ
の
準
備
等
に
推
進
し

つ
つ
あ
る
と
き
、
こ
の
計
画
に
相
反
す
る
が
如
き
労
務
保
険
士

法
等
と
称
す
る
無
用
に
等
し
い
立
法
化
に
は
絶
対
反
対
で
あ

る
。

′

□

行
政
書
士
法
侵
害
に
つ
い
て
の
反
対

行
政
書
士
の
業
務
と
す
る
職
域
は
他
の
業
種
と
異
な
り
、
一

般
行
政
事
務
に
つ
い
て
行
政
書
士
法
(以
下
法
と
云
う
)
第
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
そ
の
他
権
利
義
務
又
は
事
実
証
明
に
関
す
る

書
類
及
び
図
面
を
作
成
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

戦
後
社
会
状
勢
の
変
化
に
伴
い
総
ゆ
る
行
政
官
公
署
に
於
け
る

窓
口
に
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
全
力
を
傾
注

し
簡
易
書
類
に
つ
い
て
は
種
々
書
式
を
作
成
し
本
人
が
作
成
主

義
を
採
用
し
つ
つ
指
導
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
時
宜
に
適
し
た
こ

と
で
、
一
般
民
衆
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
悦
び
に
た
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

併
し
こ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
も
や
や
も
す
れ
ば
過
剰
サ
ー
ビ
ス

と
な
り
、
引
い
て
は
行
政
書
士
法
違
反
と
な
り
汚
職
涜
職
に
問

わ
れ
る
等
の
事
実
も
あ
り
、
又
最
近
に
於
い
て
は
全
国
的
傾
向

と
し
て
労
務
管
理
士
た
る
名
称
を
用
い
て
恰
も
行
政
書
士
た
る

有
資
格
者
の
如
く
誤
信
し
、
公
然
と
行
政
書
士
法
違
反
を
敢
行

す
る
。
真
の
他
土
地
分
譲
会
社
は
勿
論
、
料
飲
店
組
合
、
土
建
組

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
此
の
時
点
に
於
い
て
更
に
｢労
務
保
険

士
法
｣
が
出
現
し
然
か
も
行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
し
て
正

式
に
職
域
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
本
会
と
し
て
こ
れ
を
黙
視
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
将
に
法
制
化
せ
ん
と
す
る
本
立
法

に
は
全
日
本
行
政
書
士
会
員
挙
げ
て
、
こ
れ
に
反
対
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

右
内
容
を
篤
と
御
賢
察
下
さ
い
ま
し
て
本
法
案
を
廃
案
に
御

決
定
賜
わ
る
こ
と
を
北
海
道
全
道
行
政
書
士
六
百
余
名
の
会
員

を
代
表
し
て
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
と
共
に
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

依
っ
て
右
陳
情
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
一年
八
月
十
日

北
海
道
行
政
書
士
会

会
長

波

- 2 -

会
長

渡

辺

斑

吉

○

○

0

0

殿

支
部
だ
よ
り

◇
釧
路
支
部
臨
時
総
会

一
、
場

所

釧
路
市
釧
路
支
庁
会
議
室

一
、
日

時

昭
和
四
十
一年
九
月
十
七
日

午
後
一時

一
、
出
席
者

支
部
会
員
約
二
十
名

一
、
来

賓

釧
路
支
庁
行
政
係
一
名

本
会
よ
り
渡
辺
会
長
、
藤
山
副
会
長

一
、
順

序

ー

開
会
挨
拶

尾
越
副
支
部
長

2

支
部
長
挨
拶

伏
見
支
部
長

3

会
員
紹
介

屋
越
副
支
部
長

4

来
賓
祝
辞

○
釧
路
支
庁
行
政
係
官

辺
会
長

‐÷
“-
"
〆
睨理
苺
鮒六
鞍
主募一0
A
事
又拐
局
g隣
皆目メコ
名
“

…“
-

一
、
議

事
一
会
長
,
開
焚会
挨
拶

船

41
年
9
月
鴉
日
大
阪
市
に
開
催
す
る
日
本
行
政
書
士
会

連
合
会
全
国
支
部
長
会
議
の
出
欠
に
っ
い
て

0
長
時
間
論
議
の
結
果
案
内
状
の
み
に
て
は
会
議
の
内
容

は
把
握
し
難
い
の
で
早
急

(明
日
で
も
)
本
部
に
電
話

で
内
容
を
詳
細
問
い
質
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
重
要
性
を

判
断
し
出
欠
を
決
定
す
る
。
情
勢
判
断
は
会
長
、
副
会

長
協
議
の
上
判
定
す
る
。
こ
と
に
落
着
く
。

回

会
費
免
除
申
請
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
室
蘭
支
部
会
員
N
氏
の
申
請
は
、
書
類
、
真
の
他
完
備

し
て
い
る
の
で
会
費
免
除
と
決
定
。

○
小
樽
支
部
会
員
F
氏
の
申
請
は
書
類
不
備
の
た
め
支
部

長
の
意
見
聴
取
の
こ
と
。

内

関
係
官
公
署
と
の
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
た
い
こ
と
。

臼

其

の

他

第
一生
命
保
険
会
社
よ
り
団
体
保
険
加
入
勧
誘
の
た
め

3
人
の
社
員
臨
席
し
て
内
容
説
明
さ
れ
た
。

困

閉

会

午
後
八
時
五
十
分

◇
部

長

会

議

(1
)

一
、
日

時

九
月
二
十
二
日

午
後
一時

一
、
場

所

渡
辺
会
長
宅

一
、
出
席
者

渡
辺
、
佐
藤
、
藤
山
(正
副
会
長
)

一
、
議

事

日
行
達
本
部
に
特
急
電
話
で
全
国
支
部
長
会
議

開
催
の
主
旨
、
真
の
他
情
報
聴
取
、
其
の
後
慎

重
審
議
の
結
果
、
欠
席
す
る
事
に
決
定
。

◇
部

長

会

議

(2
)

一
、
日

時

十
月
十
九
日

午
後
六
時

一
、
場

所

辰
美
旅
館
(市
内
北
二
、
西
三
)

一
、
出
席
者

渡
辺
会
長
、
佐
藤
、
藤
山
副
会
長

鈴
木
経
理
部
長
、
事
務
局
職
員
二
名

2
J
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一
、
議

事

閉

会
長
挨
拶

行
政
書
士
業
務
に
関
聯
す
る
諸
官
署
及
び
関
臍
団
体
の

参
集
を
願
い
非
行
政
書
士
の
取
締
り
を
願
う
と
共
に
業
界

発
展
の
協
力
を
要
請
す
る
た
め
連
絡
協
議
会
を
開
き
度

い
、
そ
の
方
法
準
備
と
云
う
こ
と
で
協
議
を
願
う
。

回

慎
重
協
議
の
結
果
左
の
通
り
決
定

ー

名

称

行
政
書
士
業
務
に
関
す
る
連
絡
協
議
会

2

会

場

自
治
会
館

3

期

日
-
+
一
月
十
日

午
後
三
時
よ
り

4

参
集
範
囲

●
道
庁
側

誌
上
講
座

北

死

亡

海 道 行 政 書 士 会 報

総
務
部
地
方
課
(三
名
)

民
生
部
社
会
保
険
課
長

衛
生
部
環
境
衛
生
課
長

建
築
部
宅
地
課
長

●
各
種
団
体
側

北
海
道
社
会
保
険
士
協
会

北
海
道
食
品
衛
生
協
会

北
海
道
宅
地
建
物
取
引
業
協
同
組
合

●
行
政
書
士
側

会
長
、副
会
長
(三
名
)、経
理
部
長
、成
沢
常
任
理
事
、

支
部
長
代
表
(札
幌
、
十
勝
、
旭
川
)
事
務
局
職
員

二
名
。

.

沢

田

孝

死
亡
に
よ
っ
て
そ
の
財
産
は
妻
の
親
族
が
相
続
す
る
こ
と
に
な

る
。
即
ち
死
亡
時
刻
の
記
入
の
や
り
方
で
、
夫
の
父
祖
伝
来
の

財
産
は
夫
の
親
や
親
族
に
は
全
然
相
続
の
権
利
が
な
く
な
り
、

妻
の
親
族
に
全
部
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
妻
が
一
番

先
に
、
夫
が
一
番
あ
と
に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
れ
ば
、
妻
の
親

族
に
は
全
然
相
続
権
が
な
く
、全
財
産
が
夫
の
父
母
、祖
父
母
、

父
母
祖
父
母
が
な
い
場
合
は
兄
弟
に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
る
。

最
近
の
よ
う
に
交
通
事
故
や
風
水
害
等
の
天
災
が
多
く
な
っ

て
く
る
と
、
相
続
法
上
の
争
が
多
く
な
っ
て
く
る
の
で
昭
和
三

十
七
年
三
月
の
民
法
改
正
で
同
時
死
亡
の
推
定
の
一
条
が
設
け

ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
死
亡
の
事
実
は
、
出
生
に
劣
ら
な
い
重
要
な

意
義
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
戸
籍
に
漏
れ
な
く
、
且
つ
迅
速
、

正
確
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
そ
の
記
載
は
、
原
則
と
し
て
死
亡
の
届
出
に
よ
っ
て

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
届
出
の
で
き
な
い
よ
う
な
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
取
扱
官
公
署
の
死
亡
報
告
や
航
海
日

誌
の
謄
本
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
特
殊
の
場
合
と
し
て
、

通
常
生
存
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
百
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

死
亡
の
届
出
又
は
報
告
を
期
待
で
き
な
い
と
き
は
、
戸
籍
整
理

の
行
政
措
置
と
し
て
市
町
村
長
が
職
権
で
死
亡
の
記
載
を
す
る

場
合
が
あ
る
o

死

亡

届

法
定
様
式
で
あ
る
。
こ
の
届
出
は
報
告
的
届
出
で
あ
る
。

①

死
亡
の
年
月
日
時
分
及
び
場
所

こ
の
事
項
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
事
項
で
あ
り
、
特
に

死
亡
の
時
、
分
、
に
つ
い
て
は
出
生
の
場
合
と
異
な
っ
て

前
述
の
と
お
り
極
め
て
重
要
で
あ
る
の
で
、
死
亡
診
断
書

の
記
載
葬
給
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
こ
の
時

間
に
つ
い
て
は
十
二
時
又
は
十
二
時
何
分
と
い
う
よ
う
に

届
書
を
ノ
部
多
′く
峩
出
す
る
こ
と
。

死
亡
の
事
実
を
話
す
べ
き
書
面
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
あ
り
次
の
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

増

設
殺
害
者
に
対
す
る
刑
事
判
決
の
謄
本

回

水
難
死
亡
者
に
対
す
る
船
長
の
証
明

内

災
害
者
に
つ
き
火
葬
者
、
死
体
実
見
着
筆
の
証
明
書

日

在
外
邦
人
に
つ
き
日
本
人
会
長
の
証
明
書

閼

状
況
日
華
者
の
事
実
陳
述
書

的

官
公
署
の
調
査
に
基
づ
く
証
明
書

=

遺
骨
携
帯
者
の
証
明
書
、
災
害
状
況
の
証
明
書
、
僧

侶
舒
の
葬
儀
執
行
証
明
書

粉

死
亡
現
認
書

@

届

出

地

原
則
と
し
て
死
亡
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
外
と

し
て
死
亡
地
が
不
明
の
と
き
は
、
死
体
を
最
初
に
発
見
し

た
地
、
汽
車
そ
の
他
交
通
機
関
の
中
で
死
亡
し
た
と
き
は

死
体
を
そ
の
交
通
機
関
か
ら
降
ろ
し
た
地
、
航
海
日
誌
を

備
え
な
い
船
舶
の
中
で
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
船
舶

が
最
初
に
入
港
し
た
地
、
海
上
で
難
船
死
亡
し
た
場
合
に

は
、
遭
難
現
場
最
寄
の
市
町
村
長
に
届
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

海
上
で
死
亡
し
た
場
合
、
死
亡
地
の
推
定
が
困
難
の
場

合
及
び
死
亡
地
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、

最
寄
の
市
町
村
の
判
定
が
困
難
の
場
合
は
、
本
籍
地
市
町

村
に
届
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

の

届
出
義
務
者

死
亡
届
は
、
報
告
的
届
出
で
あ
る
か
ら
、
届
出
の
義
務

者
が
あ
る
。

そ
の
顛
位
は
、
第
一
顔
位
が
｢同
居
の
親
族
｣
で
あ
る
。

こ
の
同
居
の
時
期
は
死
亡
時
を
標
準
と
す
る
。
又
同
居
と

は
住
民
票
が
同
一
世
帯
で
な
く
と
も
、
現
実
に
同
居
し
て

お
れ
ぱ
さ
し
つ
か
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
遠
隔

ヤ
た
↑ポ
ヘ
、た
もう

戸

籍

法

に

つ

い

て

第
八
回
)

旭
川
市
役
所
市
民
課

自
然
人
の
権
利
能
力
の
始
期
は
原
則
と
し
て
出
生
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
権
利
能
力
の
終
期
は
死
亡
で
あ
る
。
死
亡
は
、
権

利
能
力
終
了
の
唯
一
の
原
因
で
あ
る
。
死
亡
と
は
人
の
呼
吸
が

停
止
し
、
且
心
臓
の
鼓
動
が
停
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
の

粕
場
合
呼
吸
が
先
に
停
止
し
、
続
い
て
心
臓
の
鼓
動
が
停
止
す
る

別

の
で
、
結
局
心
蹴
の
鼓
動
が
停
止
し
た
瞬
間
に
死
亡
し
た
こ
と

鋼
に
な
る
。
然
し
な
が
ら
呼
吸
と
心
臓
の
鼓
動
の
両
方
の
う
ち
ど

6

ち
ら
が
先
に
停
止
し
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
兎
に
角
両
方
が
停

9 6

止
し
て
い
た
場
合
･
即
ち
水
死
の
よ
う
な
場
合
に
人
ロ
呼
吸
に
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-記
載
舛す
る
こ
と
、に
-な
っ
て
い
る
]

死
亡
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
-記
載
に
よ
っ
て
直
ち

に
変
死
者
で
あ
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
よ
う
な
記
載
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
例

え
ば

｢同
村
大
学
何
々
鉄
道
線
路
上
、
又
は
何
々
川
原
｣
筆
の

記
載
は
、
そ
の
最
も
近
い
処
の
地
番
号
、
地
番
号
が
な
い

場
合
は
地
名
ま
で
に
留
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

②

そ
の
他
の
記
載
事
項

法
定
様
式
の
用
紙
に
あ
る
通
り

稍

死
亡
者
の
男
女
別

回

死
亡
者
が
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
と
き
は
そ
の
旨

内

死
亡
者
の
職
業

日

出
生
後
三
十
日
以
内
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
出
生
の
‐

時
刻

困

死
亡
当
時
に
お
け
る
配
偶
者
の
官
製

H

生
存
配
偶
者
の
出
生
の
年
月
日
、
等
で
あ
る
。

⑭

本
籍
不
明
者
の
死
亡
届

死
亡
者
の
本
籍
が
不
明
の
場
合
、
又
は
死
亡
者
が
誰
で

あ
る
か
副鶚
洲
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
警
察
官
が

検
視
調
書
を
作
り
、
こ
れ
を
添
附
し
て
死
亡
地
市
町
村
長

に
報
告
す
る
“

こ
の
警
察
官
の
報
告
が
あ
ら
た
優
に
死
亡
者
の
同
居
の

親
族
文
は
そ
の
他
の
同
居
者
が
死
亡
者
を
認
識
し
た
と
き

は
、
死
亡
届
出
の
義
務
が
生
じ
、
認
識
し
た
そ
の
日
か
ら

十
日
以
内
に
死
亡
届
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
‘

④

届
出
の
期
間

船

届
出
義
務
者
が
死
亡
の
事
実
を
知
っ
た
日
か
ら
七
月

以
内

回

③
の
場
合
は
十
u
以
内

届
出
期
間
に
つ
い
て

戸
籍
法
の
届
出
起
算
日
に
つ
い
て
は
民
法
第
…
四
〇
条
の
期

公
法
上
に
お
い
て
も
出
生
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
極
め
て
重
要

な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
故
に
戸
籍
に
は
死
亡
の
年
月
日
の
外

時
分
ま
で
記
載
し
て
こ
の
点
を
明
確
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

実
際
問
題
と
し
て
、
死
亡
し
た
こ
と
は
確
実
だ
が
そ
の
時
刻
が

判
然
と
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
相
続
上

い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
生
ず
る
。

例
え
ば
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
の
洞
爺
丸
転
覆
事
故

の
よ
う
な
場
合
に
、
夫
の
氏
を
称
し
て
婚
姻
し
た
夫
婦
と
そ
の

子
の
三
人
が
乗
っ
て
い
て
、
三
人
と
も
死
体
で
発
見
さ
れ
て
、

別
々
の
医
師
に
よ
っ
て
死
体
検
案
書
が
作
ら
れ
た
と
す
る
、
そ

の
死
亡
の
時
刻
が
夫
、
子
、
妻
の
順
に
書
か
れ
て
い
た
場
合
、

竇
の
計
算
法
の
原
則
べ
期
日
の
視
印
眩
算
方
じ
を
い
J
に
封
ぢ

な
い
で
初
日
を
算
入
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

届
出
期
間
の
計
算
法
に
つ
い
て
は
民
法
の
適
用
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
即
ち
期
間
の
末
日
が
一
般
の
休
日
に
あ
た
る
と
き

は
、
そ
の
翌
日
を
以
て
満
了
し

〔民
法
第
一
四
二
条
)
月
を
以

て
定
め
ら
れ
た
期
間
は
暦
に
従
っ
て
計
算
す
る
。

(民
法
第
一

四
三
条
)
年
末
年
始
の
休
日
が
戸
籍
の
届
出
期
間
満
了
の
日
に

応
当
す
る
場
合
、
即
ち
年
末
の
十
二
月
二
十
九
、
三
十
、
三
十

一
日
が
届
出
満
了
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
日
は
民
法

第
一
四
二
条
に
い
う
そ
の
他
の
休
日
に
は
該
当
し
な
い
の
で
、

そ
の
日
を
満
了
の
日
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
届
出
期
間
満

了
の
日
が
年
始
の
一
月
一
、
二
、
三
日
で
あ
る
と
き
は
一
月
四

日
を
満
了
の
日
と
解
す
る
の
が
相
当
と
さ
れ
て
い
る
。

◎

添
附
書
類

死
亡
届
に
は
、
必
ず
医
師
の
死
亡
診
断
書
、
又
は
死
体

検
案
書
の
添
附
を
必
要
と
す
る
。

死
亡
診
断
書
と
は
死
亡
者
を
診
察
し
た
医
師
の
作
成
し

た
も
の
で
あ
り
、
死
体
検
案
書
と
は
診
察
を
し
な
か
っ
た

医
師
が
死
亡
後
に
、
死
体
を
検
案
し
て
作
成
す
る
も
の
を

い
う
。
死
亡
届
は
法
定
様
式
で
あ
っ
て
そ
の
下
部
に
診
断

書
又
は
検
案
書
を
印
別
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
様
式
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
本
籍
地
で
死
亡
届
が
提
出
さ
れ
る
場
合
に
医
師
の
診

断
書
又
は
検
案
書
が
一
通
し
か
な
い
と
き
は
、
他
の
一
遍

は
写
と
し
て
作
成
し
た
も
の
を
添
附
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
写
に
は
｢
こ
の
死
亡
診
断
書
の
療
本
は
原
本
と
相

違
な
い
｣
と
記
載
、
年
月
日
を
記
入
し
て
届
出
人
が
署
名

捺
印
す
る
。
又
こ
の
写
は
市
町
村
長
が
作
成
し
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ろ
。

死
亡
診
断
書
又
は
死
体
検
案
書
を
添
附
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
届
書
の
其
の
他
の
欄
に
そ
の
旨
を
記
載

し
て
死
亡
の
事
実
を
証
す
べ
き
書
面
を
添
附
す
る
。
こ
の

場
合
に
は
市
町
村
長
は
必
ず
監
督
法
務
局
の
受
否
の
指
示

4
せ



札

幌
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路
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九
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九
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七
九
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九
四
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九
三
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九
二
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番
号

小

平

忠

木

村

利

男

佐

藤

定

雄

小

原

健

栄

井

上

淳

徳

田

和

夫

久
保
田

政
太
郎

尾

田

一

利

桑

原

浅
之
助

氏

名

札
幌
市
北
四
四
条
束
二
丁
目

釧
路
市
若
松
町
一

釧
路
市
城
山
町
一
三

札
幌
市
北
二
三
条
東
一
丁
目
丸

釧
路
市
宮
本
町
三

札
幌
市
月
寒
中
央
通
七
丁
目

雨
竜
郡
秩
父
別
一
六
二
四

幌
泉
郡
幌
泉
町
宇
梶
別
二
八
二

一
"

"

一
三
九
の
七
四

す

.I

事

務

所

女
会
月
日

9

･
お

9

･
露

"

“

一"
"

一"
"

-9
.
2

一"
"

" " “ “

‐

" " " " 新

入

会

備

考

札
幌

七
九
-
四
三

一
四
九
名

会
員
数

七
二
"

八
五
"

八
六
"

七
六
%
%

網
走
留
萠
空
知
函
館
支
部

-
五
三
ハ

農
-〉ま
"
奉ぜ峯零さ
討

六
二
一
O
Jノ
Jノ
四
二
名

会
員
数

七
三
%
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　乙

今

日
行
違
全
国
八
支
部
長
会
議
状
況

(第30号)

一
、
会
議
召
集
者

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
支
部
長
会
議
長

大
海

卯

一

一
、
会
議
の
目
的

岡
山
臨
時
総
会

(四
十
一
年
七
月
十
六
日
)
に
お
け
る
議

決
事
項
の
実
施
促
進
と
、
支
部
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。

一
、
会
議
の
日
程

日
時

昭
和
四
十
一年
九
月
二
十
五
日
軸
鈎繍
所
轄

一
、
場

所

大
阪
市
東
区
久
宝
寺
町
山
中
荘

｢
出
席
者
日
行
遼

名

誉

会

長

橋

本

日
行
連

副

会

長

庄

司

報

日
行
連

支
部
長
･
会
議
長

大

海

会

関
東
支
部
長

近

藤

中
部
支
部
長

高

橋

士

九
州
支
部
長
代
理

土

屋

書

近
畿
支
部
長

大

海

中
国
支
部
長

山

下

政行道海

欠

し
し

兵
庫
県
行
政
書
士
会
長

滋
賀
県
行
政
書
士
会
長

京
都
府
行
政
書
士
会
副
会
長

愛
知
県
行
政
書
士
会
副
会
長

大
阪
府
行
政
書
士
会

席

者

日
行
連
会
長

四
国
支
部
長

東
北
支
部
長

北
海
道
支
部
長

浅

井

光

義

岡

井

義

堆

細

川

竜

法

渡

辺

慶

吉

橋

本

雑

暗

庄

司

英

一

大

海

卵

一

近

藤

正

治

高

橋

二

三

土

屋

重

行

大

海

卵

一

山

下

綱

一

種

本

次

左

広

田

美

三

児

島

末

吉

三

原

荘

一

青

木

奈
良
吉

　1ま　館m

蜴
館
磚
知
川
萠
谷
走
蘭
高
騰
路
室

札
函
小
空
旭
留
宗
絹
室
日
十
釧
眼

官
民
合
同
会
議
で
協
議
し
た
報
酬
額
の
標
準
報
酬
額
麦

(別
紙
略
)
を
配
布
し
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
各
部
道
府

県
別
行
政
書
士
報
酬
額
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
図
る
こ
と
を
提

案
し
た
。

九
州
支
部
発
言

理
想
と
し
て
は
全
国
統
一
報
酬
額
を
定
め
て
、
自
治
大

臣
の
認
可
と
す
る
法
改
正
に
向
っ
て
進
む
べ
き
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
さ
き
の
岡
山
臨
時
総
会
に
お
い
て
九
州

各
県
共
同
提
案
と
し
た
処
で
あ
る
と
、
早
急
に
法
改
正
実

現
に
向
っ
て
進
む
べ
き
で
あ
る
旨
の
意
見
開
陳
を
し
た
。

決

議

の

現
在
の
状
勢
下
に
お
い
て
は
、
今
直
ち
に
法
改
正
に

も
っ
て
行
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
第
一
段
階
と
し

て
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
を
生
か
し
た
報
酬
額
の
ブ
ロ
ッ
ク

化
を
少
く
と
も
本
年
中
に
実
現
す
る
こ
と
。

②

全
国
統
一
報
酬
額
は
大
海
案
を
基
準
と
す
る
。

(別
紙
略
)

③

各
支
部
別
に
一
応
支
部
会
と
し
て
傘
下
の
単
一
会
の

標
準
を
定
め
て
来
る
十
月
十
日
ま
で
に
議
長
の
手
許
に

送
付
す
る
こ
と
。

支 部増テ
ー

労
務
保
険
士
法
案
は
、
労
働
省
が
主
体
で
厚
生
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-
-

と
価
笹
て
や
ヒ
て
き
老
打
諺
翌
簗
爛
』
腱
中
杉
瀞
芝

4

い
う
と
こ
ろ
で
審
議
未
了
と
な
り
、
事
実
上
は
廃
案

-
-

同
様
と
な
っ
た
。
正
式
に
出
さ
れ
な
か
っ
た
様
で
あ

る
が
次
回
国
会
に
は
必
ず
二
頭
の
蛇
と
な
っ
て
現
わ

↑

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

又
、
臨
行
調
報
告
に
か
か
る
行
政
書
士
試
験
廃
止

鍵
-

問
題
も
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
。

6

本
問
題
は
両
方
共
併
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
最

3

も
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
が
、
労
務
保
険
士
法
の
阻

3

止
に
つ
い
て
の
具
体
的
運
動
方
法
を
協
議
し
た
い
と

述
べ
た
。

舒

種
本
兵
庫
会
長

本
阻
止
問
題
は
根
本
的
に
反
対
す
る
方
法
を
練
ら

惚

ね
ば
な
ら
ぬ
と
述
べ
た
。

6

庄
司
日
行
達
副
会
長

先
日
労
働
大
臣
に
面
接
し
陳
情
書
を
出
し
て
お
い

計

た
旨
を
発
表
し
た
。

更
に
最
悪
の
場
合
に
お
け
る
和
戦
両
様
の
意
見
も

出
た
。

決

議

の

重
点
的
に
最
も
効
果
の
あ
る
関
係
方
面
に
阻
止
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
。

②

日
行
達
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
強
力
に
阻
止
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
。

3

支
部
別
官
民
合
同
会
議
の
実
施

大
海
議
長
は
、

近
畿
支
部
は
、
す
で
に
三
回
ほ
ど
官
民
合
同
会
議
を
や

っ
て
お
り
、
除
々
に
手
な
づ
け
て
い
る
。

合
同
会
議
の
目
的
は
官
民
が
一
堂
に
会
合
し
て
官
庁
側

は
行
政
指
導
の
方
針
と
、
実
施
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
民

官
側
は
業
務
に
関
聯
す
る
事
項
を
直
接
話
し
合
っ
て
相
互

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
業
務
の
改
善
向
上
に
資
す

る
に
あ
る
。
一
例
を
申
し
ま
す
と
、
行
政
書
士
法
の
P
R

を
始
め
と
し
、
行
政
書
士
報
酬
額
改
訂
問
題
な
ど
に
つ
い

て
も
こ
れ
を
手
近
に
持
っ
て
行
き
、
比
較
的
官
民
共
々
に

諸
種
の
話
し
合
い
が
極
め
て
ス
ム
ー
ス
に
進
ん
で
お
り
官

民
合
同
会
議
は
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
と
言
っ
て
合
同
会

議
実
施
の
意
義
及
び
そ
の
必
要
性
を
強
調
し
、
是
非
各
支

"-

=̂
"
｣各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
ム実
施
す
る
こ
と
。

(単
一
会
に
も
懇
願
す
る
)

②

日
行
達
本
部
に
あ
っ
て
は
、
本
部
主
催
に
て
早
急

に
、
自
治
省
、
厚
生
省
、
労
働
省
な
ど
、
折
衝
し
て
合

同
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
。

4

そ

の

他

協
議
事
項
(申
合
せ
)

の

弱
体
会
の
組
織
に
つ
い
て
運
営
面
、
活
動
面
に
つ

き
、
百
%
の
強
化
に
努
む
る
こ
と
。

②

会
費
の
納
入
に
つ
い
て
円
滑
に
行
く
よ
う
協
力
す
る

こ
,と
o

③

単
一
会
が
強
化
す
れ
ば
日
行
達
も
強
化
さ
れ
る
。
よ

っ
て
単
一
会
の
強
化
に
関
心
を
持
っ
て
努
め
る
こ
と
。

④

支
部
連
絡
会
を
催
す
こ
と
に
よ
り
支
部
と
支
部
と
の

間
の
連
絡
緊
密
化
を
図
る
こ
と
。

⑤

支
部
規
約
を
早
急
に
作
成
し
て
報
告
す
る
こ
と
。

@

支
部
規
約
は
全
国
統
一
の
た
め
日
行
連
本
部
に
お
い

て
規
約
案
を
作
成
し
各
支
部
に
送
付
す
る
こ
と
。(九
州

支
部
提
案
)

の

各
部
道
府
県
会
報
は
日
行
達
本
部
に
送
り
、
会
長
は

そ
の
声
を
取
入
れ
る
こ
と
。

⑭

報
酬
額
の
調
査
、標
準
額
の
決
定
、臨
行
調
の
問
題
、

労
務
保
険
士
法
阻
止
問
題
等
に
対
す
る
研
究
的
機
関
を

設
け
る
こ
と
。

③

沖
縄
会
は
正
会
員
と
し
て
日
行
達
の
傘
下
に
入
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

国

陸
運
事
務
所
関
係
の
申
請
書
類
を
行
政
書
士
に
非
ら

ざ
る
者
が
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
国
的
の
問
題

で
あ
る
か
ら
こ
れ
が
取
締
り
の
徹
底
を
期
す
る
こ
と
。

皿

職
域
確
立
の
問
題
に
つ
い
て

(九
州
支
部
発
言
)

本
件
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
岡
山
に
お
け
る
臨
時
総
会

の
際
、
九
州
各
県
共
同
提
案
と
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
未
だ
に
未
解
決
で
あ
る
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ

る
。日
行
達
は
早
急
に
法
務
省
民
事
局
と
の
折
衝
解
決
に
乗

り
出
す
こ
と
を
切
望
す
る
。

現
在
職
域
で
具
体
的
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
日
行

ま
り

ロ

.
日
百

こ

国

法

い
た
い
。

欠
席
者
は
何
れ
も
二
六
号
台
風
の
た
め
で
甚
だ
遺
憾
で

あ
ら
た
。

日

一
、
開
会
の
辞

大
海
八
支
部
長
会
議
長

月

.
支
部
長
会
議
開
催
の
主
旨
目
的
に
つ
い
て

鯛

庄
司
日
行
達
副
会
長

6

浅
井
日
行
達
会
長
が
二
六
号
台
風
に
よ
る
交
通
機
関
途

6

絶
の
た
め
出
席
さ
れ
な
い
の
で
代
理
す
る
旨
挨
拶
。

9 6 6年1l月
北 海 道 行 政 書 士 会 報

4
室
.

･
Qu

針

･
7

･
9

41
･
Z

･
30

41

,
7

･
雄

41
,
7

･
第

芻

.
7

,
ー

鋼

･
7

･
12

"
‐
“
‐
"

"
‐
"
‐
"

鋼

･
8

･
3

41
･
7

･
ー

衞

.
7

.
"

41
･
7

･
旧

登
録
年
月

網
走

6
号

十
勝

7
号

十
勝

6
号 号

日
高

2
号

胆
振

中
号

上
川

復
号

上
川

n
号

上
川

ゆ
号

上
川

9
号

渡
島

5
号

石
狩

旧
号

登
録
番
号

北
見
市
常
盤
町
稲

河
西
郡
更

帯
広
市
西
ー
条
南
蜘
丁
目
3

広
市
西
総
条
南
6
丁
目
ー
の
総

幌
泉
郡
幌
泉
町
字
新
浜
7

虻
田
郡
豊
浦
町
字
東
雲
町
瀰

旭
川
市
錦
町
悔
丁
目
加

旭
川
市
6
条
通
賢
丁
目
右
5
号

旭
川
市
東
旭
川
町
愛
宕
鏡
の
=

旭
川
市
4
条
通
料
丁
目
右
4
号

上
磯
郡
上
顫
町
字
追
分
旧

札
幌
市
月
寒
東
2
条
4
丁
目

住

所

須

藤

正

美

村

瀬

勘

一

後

藤

末

吉

若

月

寿

治

川

村

金

吾

斎

藤

房

由

藤

井

義

満

安

部

忠
次
郎

瀬

戸

勇

武

田

力

一

池

田

勇

助

徳

田

和

夫

氏

名

法

2

条

ー

" " " " " " " “ " 法
2
条
2
の
5

法

2

条

ー

資

格

◆
行

政

書

士

の

登

録

(第30号)

41

･
6

･
30

“
‐
"
‐
"

41
.
8

･
4

ま
つ
消
年
月
日

釧
路
市
共
栄
大
通
7
丁
目

富
良
野
市
西
2
条
南
3
丁
目

上
川
郡
東
鷹
栖
村
近
文
9
線
符
号

住

所

刀

裸

敏

夫

大

越

充

近

田

三

夫

氏

名

法
7
条

i
の
3

法
7
条

1
の
4

法
7
条

ー
の
3

ま

つ
消

理

由

◆

行
政
書
士
登
録
の
ま
つ
消

主
な

.軍
事
馨
事
封%誌
窮
さ
熱き
対中
心
戸
毎
議
し

る̂
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(第30号)

次
に
掲
げ
る
書
類
は
行
政
書
士
以
外
の
司
法
書
士
及
び

土
地
家
屋
調
査
士
そ
の
他
の
者
は
装
と
し
て
作
成
で
き
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
実
例

①

司
法
書
士
は
戸
籍
法

(旧
〕
第
三
六
条
に
、
い
わ
ゆ
る

届
書
そ
の
他
の
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
ば
で
き
な
い
も
の

と
す
る
。

(昭
和
六
年
四
月
、
同
十
三
年
四
月
、
法
曹
会
決
議
)

②

司
法
書
士
は
、
公
証
人
役
場
に
提
出
す
る
委
任
状
の
作

成
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

行
政
代
書
人
(現
行
政
書
士
)
に
お
い
て
作
成
す
る
こ

と
ば
差
支
え
な
い
。

(昭
和
十
四
年
三
月
法
曹
会
決
議
)

③

司
法
書
士
は
債
権
者
が
内
容
証
明
郵
便
を
以
て
そ
の
債

権
の
弁
済
督
促
の
た
め
発
す
る
催
告
書
を
楽
と
し
て
作
成

す
る
こ
と
を
得
な
い
。

(昭
和
十
一年
十
一月
法
曹
会
決
議
)

④

農
地
法
第
三
条
に
よ
る
知
事
宛
の
許
可
申
請
書
の
作
成

は
司
法
書
士
の
業
務
の
附
随
行
為
に
は
含
ま
れ
な
い
。

(登
記
研
究
一
一
六
号
四
二
頁
質
疑
応
答
)

⑫

交
通
安
全
協
会
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
す
る
。

⑫

非
行
政
書
士
の
取
締
り
を
強
化
す
る
。

◆
お
願
い
と
、
連
絡

海

●
お

願

い

道 行 政 書 士 会 報し
し
‐]
【

会
報
其
の
他
郵
便
物
を
会
員
名
簿
の
宛
名
の
通
り
発
送
し

ま
し
た
が
、
住
所
不
明
で
返
戻
さ
れ
た
方
が
左
記
の
通
り
で

す
。
連
絡
が
付
か
な
い
の
で
困
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
心

当
り
の
方
は
至
急
本
会
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。
(敬
称
略

順
序
不
同
)

○
苫
小
牧
市
勇
払
姫

唐

崎

政

晴

日

(U
帯
広
市
西
ー
条
ー
丁
目

大

下

春

見

刺

○
釧
路
市
黒
金
町
中
丁
目
4

明

石

富

男

=

○
札
幌
市
南
2
条
西
8
丁
目
ー

花

訟

勲

年

○
札
幌
市
北
9
条
東
6
丁
目

石

岡

豊
太
郎

6 6

･

達

･
絡

八
〇
〇
円
に
送
料
(八
〇
円
)
計
八
八
〇
円
で
す
。
御
注
文

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
事
務
局
へ
代
金
を
添
え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

事
務
局
日
誌

九

月

ー
日

入

会

室
蘭
ー

日
高
ー

空
知
1

2
日

入

会

札
幌
ー

3
日

四
ヵ
月
以
上
会
費
滞
納
者
に
督
促
状
発
送
(
一
三
七
通
)

5
日

入

会

釧
路
2

札
幌
ー

7
日

41
年
7
月
蒔
日
現
在
会
員
名
簿
と
会
報
第
四
号
一
回
目

発
送

.

8
日

退

会

旭
川
ー

会
報
二
回
目
発
送

乾
日

入

会

釧
路
ー

長
期
会
費
滞
納
者
に
督
促
状
発
送
(
一
〇
七
通
)

名
簿
及
び
会
報
住
所
不
明
の
た
め
返
戻
さ
れ
た
も
の
六

通

13
日

内
容
証
明
催
告
書
発
送

五̂
通
)

晦
日

敬
老
の
日

休
日

16
日

入

会

札
幌
!

17
日

釧
路
支
部
臨
時
総
会
に
出
席
の
た
め
会
長
、
藤
山
副
会

長
出
発

円
日

入

会

函
館
2

札
幌
ー

常
任
理
事
会
開
催
の
準
備

20
日

入

会

札
幌
ー

21
日

入

会

網
走
ー

第
五
回
常
任
理
事
会
午
後
六
時
よ
り
経
済
セ
ン
タ
ー
九

階
第
二
会
議
室
で
開
催

22
日

会
長
宅
で
部
長
会
議
開
催

24
日

入

会

室
蘭
ー

衆
参
両
議
院
議
員
社
会
労
働
委
員
の
先
生
方
に
｢労

務
保
険
土
法
案
｣
阻
止
の
た
め
再
三
要
請
し
協
力
を
お

願
い
し
た
に
付
、
日
行
達
会
長
、
本
会
会
長
連
名
に
て

礼
状
を
発
送
し
更
に
再
度
か
か
る
類
似
業
法
の
上
程
な

十

月

4
日

入

会

留
萠
ー

退

会

札
幌
ー
(死
亡
)

8
日

小
樽
支
部
研
修
会
に
会
長
、
副
会
長
藤
山
利
夫
氏
出
発

10
日

体
育
の
日

休
日

14
日

三
ヵ
月
以
上
会
費
滞
納
者
に
督
促
状
発
送
(
一
五
大
通
)

旧
日

市
内
北
二
、
西
三
の
辰
英
旅
館
で
部
長
△童
誠を
開
き
諸

官
署
及
び
関
聯
す
る
諸
団
体
と
の
連
絡
協
議
会
開
催
準

備

20
日

入

会

十
勝
ー

空
知
ー

21
日

退

会

旭
川
ー

◆

あ

と

が

き

一
、
各
支
部
夫
々
独
自
の
活
動
を
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
相
互
の
研
修
資
料
に
、
且
つ
親
睦
の
一.端
に
も
な
る

で
し
ょ
う
し
、
ご
寄
稿
願
い
れ
ば
会
報
に
掲
載
し
て
ご
披
露

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
、
会
費
の
ご
送
金
は
振
替
を
利
用
願
い
ま
す
。

安
全
で
且
事
務
的
に
も
処
理
し
易
く
お
互
能
率
的
で
す
。
な

お
振
替
の
領
収
証
を
以
て
会
費
の
領
収
証
に
代
え
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
存
下
さ
い
。
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